
 

 

  

大槌町社会福祉協議会では、マイヤマスト店と協働でお買い物支援を行っております。 

ご利用を希望される方は、事前に登録が必要ですので、詳しくは大槌町社会福祉協議会まで

お問い合わせください。 

【利用対象者】 ・65歳以上の一人暮らしの方 

・高齢者世帯の方、障がい者の方がいる世帯 

・外出が困難な世帯   

【受付】 平日限定  午前 9時～12時まで      

【お買物ご注文方法】 

◆お買物カタログから欲しい商品を選び、お昼 1２時までに、大槌町社協へ電話で

ご注文してください。 

※送料、代引手数料は自己負担になります。 

  令和 5年 1月 1日 No.87 

大槌町社協だより 
  心つなぐべし おおつち 

ボランティア活動者数 延べ 81,196人、ボランティア活動件数 延べ 8,743件(12/16現在) 

     

大槌町 NPO・ボランティア団体連絡協議会（ボラ連）では、毎年 3月 11日に東日本大震

災追悼イベント『３．１１集い～灯火～』を実施しており、今年度も実行委員会を立ち上げ、

準備を進めています。開催にあわせて、鮭形のメッセージカードにみなさんの想いを書き込む

『メッセージ作成会』を開催します。 

みなさんからのメッセージは、3月 11日のイベント会場内に展示します。ぜひ、ご参加く

ださい。 

～メッセージ作成会の開催～ 

開催時間：午前 10時～午後 1時 

①令和 5年 1月 21日（土） 

大槌町文化交流センターおしゃっち 
エントランス 

②令和 5年 1月 22日（日） 

シーサイドタウンマスト 

センターコート 
 

お問合せ先：大槌町 NPO・ボランティア団体連絡協議会 

事務局 大槌町社協ボランティアセンター ☏0193-41-1511 

お問合せ先：大槌町社会福祉協議会 ☏0193-41-1511 

 

※事前登録必須 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先：大槌町社協ボランティアセンター 0193-41-1511 

この広報紙は、岩手県共同募金会から配分を受けて作成しています。 

 
  

 11月 10日（木）、大槌学園 9 年生の学習の一環として、多くの地域住民や支援団体の協力

を頂きながら、「避難所立ち上げ・運営訓練」学習が開催されました。ボランティアセンター職

員は、大槌町防災対策課と協働で避難所運営の指導を行いました。 

この学習では災害が発生し、大槌学園が避難所として開設されたという想定で、運営方法を考

え避難者をどのように誘導するか、生徒と地域住民が一緒に考えながら取り組みました。 

今年も、新型コロナウイルス感染症の対策を講じた運営方法を行い、安心・安全な避難所生活

を過ごす工夫を確認しました。 

参加した生徒からは「避難所運営の難しさを知ることができた」、「もし、避難所で生活するこ

とになったら、できることを手伝いたい」との感想が聞かれました。地域住民からは、「滅多に

学校に来ることがないため、良い機会となった」、「万が一に備えるため、このような取り組みは 

これからも継続してほしい」との感想が聞かれました。  

災害へ備えて、防災は日常からの心がけが大切です。「防災」をテーマにした地域づくりの研

修会など、ご要望があれば地区や企業、団体単位で開催することができますので、ボランティア

センターまでお気軽にご相談ください。 

 

 避難者受付・誘導 

ファミリ―ルームの設置 

運営本部の様子 

炊き出し訓練 


